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四天王寺大学履修規程 

（目 的） 

第１条 四天王寺大学（以下「本学」という。）における教育課程、履修、単位の授与及び

試験に関する事項等については、四天王寺大学学則（以下「学則」という。）に規定する

もののほか、この規程の定めるところによる。 

（教育課程の編成） 

第２条 本学における学部の教育課程は別表のとおりとする。 

（履修授業科目の登録） 

第３条 学則第35条に基づき、学生は、単位を修得しようとする授業科目について、所定

の期間内に履修登録を行わなければならない。ただし、学則第42条乃至第44条に定める

単位認定にあたってはこの限りでない。 

２ 履修登録を行わない授業科目は、単位を修得する事ができない。 

３ 既に修得した授業科目を再度履修登録することはできない。 

４ 同一の曜日時限に複数の授業科目を重複して履修登録することは原則できないものと

する。 

５ 教育課程において、所属する年次より上の年次に配当されている授業科目を履修登録す

ることはできない。ただし、教育上有益と教授会が認めた場合はこの限りでない。 

６ 適用年度が異なる教育課程において、教育職員免許状や資格等の取得のため、授業科目

の履修登録を認める必要があると判断される場合、教務委員会の議を経て、履修登録を認

めることがある。 

７ 前項により履修登録を許可された者が当該授業科目を修得した場合、学則第34条第３

項に基づき、卒業に必要な単位に算入しない。 

８ 授業の進行や他の学生の学修の妨げとなるふるまいをする学生については、当該授業科

目及び関連する授業科目において、教授会の議を経て履修登録を取消す場合がある。 

（履修科目の登録の上限） 

第４条 学生の適切な学修量を確保するため、各学期に履修登録できる卒業に必要な単位数

の上限を24単位とする。ただし、次の各号に定める授業科目の単位数は、含めないもの

とする。 

(1) 集中講義科目 

(2) 卒業研究 

(3) 教育学部教育学科の教育実習・教育実習指導科目、保育実習・保育実習指導科目、
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「臨床看護学演習」、インターンシップ科目 

(4) 社会学部人間福祉学科の「ソーシャルワーク実習指導A」「ソーシャルワーク実習指

導B」「ソーシャルワーク実習指導C」「ソーシャルワーク実習A」「ソーシャルワー

ク実習B」「MSWインターンシップ」 

２ 複数学期にわたり開講する授業科目は学期数で除して換算する。 

３ 前学期までの累積GPAが3.5以上の場合は、履修登録単位数の上限を28単位とする。 

４ 第１項の規定にかかわらず、編入学、転学及び転学部転学科の学生、卒業延期者につい

ては、履修登録単位数の上限を設けない。 

５ 第１項の規定にかかわらず、教授会が必要と認めた場合は、各学期の上限単位数を超え

た履修登録を認めることがある。 

（他学部他学科履修） 

第５条 学生は、所属する学部学科以外において開講されている専門教育科目のうち、学部

が認めたものについては、当該授業科目担当者の許可を得た上で、これを履修登録するこ

とができる。単位を修得した場合、所属する学部学科の専門教育科目を修得したものとみ

なし、16単位を上限として卒業に必要な単位数に算入することができる。 

（試験） 

第６条 学則第38条に規定する試験は、原則として各学期末に行う。 

第７条 定期試験は、所定の期間内の試験時間割によって、これを行うものとする。ただし、

各授業科目担当者がその必要を認めないとき、定期試験を行わない場合がある。 

２ 前項に定める定期試験を行う授業科目及びその時間割は、試験期間開始日より２週間前

にこれを掲示する。 

第８条 各授業科目の成績の評価は100点満点とし、60点以上を合格として、その授業科目

の単位を授与するものとする。 

２ 前項に定める成績の評価基準について、次のとおり定める。 

評価 基準 

秀 目標を十分に達成し、きわめて優秀な成果をおさめている（90点以上） 

優 目標を十分に達成している（80点以上90点未満） 

良 目標を達成している（70点以上80点未満） 

可 目標を最低限度達成している（60点以上70点未満） 

認 認定（入学前や他大学等で修得した単位） 

不合格 目標を達成していないので再履修が必要である（60点未満） 
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３ 第１項及び前項の評価については、これを学生に通知する。 

第９条 次の各号のひとつに該当する者は、試験を受験しても単位は授与されない。 

(1) 各授業科目について、所定の期間内に履修登録を行っていない者 

(2) 各授業科目について、その出席時数が当該授業科目の全授業時数の３分の２に満た

ない者 

(3) 授業料その他の本学への納付金を未納の者 

(4) 当該学期を休学した者 

(5) 当該学期途中に退学した者 

２ 前項第２号の規定にかかわらず、出席時数に代替する措置を講じた場合はこの限りでな

い。 

（追試験） 

第10条 病気等真にやむを得ない事由によって、定められた期日に定期試験を受けること

ができない者、又はできなかった者は追試験を願い出ることができる。 

２ 追試験を願い出る者は当該授業科目の試験終了後１週間以内に、その事由を証明する書

類を添付した追試験申込書を教務部長に提出しなければならない。 

第11条 追試験は、追試験申込書が受理された後、授業科目担当者の定める期日、方法に

よってこれを行う。ただし、追試験実施の期日は追試験申込書の受理後５週間以内とする。

追試験を筆記試験で行う場合は、別に定める時間割によってこれを行う。 

第12条 前条に定める追試験を受験することができない者については、教授会の議を経て、

次の学期をこえない期間内で追試験を行うことがある。 

２ 前項に定める追試験を受けようとする者は、その理由を証明する書類を添付した追試験

申込書を教務部長に提出しなければならない。 

第13条 追試験による授業科目の成績評価は、第８条第１項及び第２項の定めるところに

よる。 

２ 追試験による不合格授業科目については、再試験は行わない。 

（再試験） 

第14条 文学部、社会学部、教育学部及び経営学部の卒業年次に在籍する学生は、当該学

期に履修登録し、不合格となった授業科目について、各授業科目担当者の承認を得て、所

定の期間内に再試験を受けることができる。 

２ 前項に定める再試験を受けることができる授業科目は、１学期につき３科目までとする。 

３ 看護学部看護学科に在籍する学生は、当該学期に履修登録し、不合格となった授業科目
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について、各授業科目担当者の承認を得て、所定の期間内に再試験を受けることができる。 

４ 前項に定める再試験を受けることができる授業科目については別に定め、受験科目数の

上限は設けない。 

５ 第１項及び第３項に定める再試験を受けようとする者は、教務部長に再試験申込書を提

出しなければならない。 

６ 再試験手数料は１科目1,000円とする。 

第15条 再試験は、定期試験成績発表後３週間以内に各授業科目担当者の定める期日、方

法によってこれを行う。ただし、再試験を筆記試験で行う場合は、別に定める時間割によ

ってこれを行う。 

第16条 再試験による授業科目の成績評価は、第８条第１項及び第２項の定めるところに

よるが、その上限は60点とする。 

（不正行為） 

第17条 第６条、第10条及び第14条に規定する試験において不正行為のあった場合は、そ

の不正行為が発覚した当該授業科目の成績を零点とする。 

２ 前項で定める試験において、同一学期内に２度以上不正行為のあった者は、当該学期に

履修登録する授業科目全ての成績を零点とする。 

（卒業研究又は課題研究の履修要件） 

第18条 「卒業研究」又は「課題研究」については、次の要件を満たした上でこれを履修

登録することができる。 

(1) 「卒業研究」の履修登録を希望する者は、教養教育科目「和の精神Ⅰ」及び「和の

精神Ⅱ」の２科目を含んで、卒業に必要となる修得単位数が90単位以上であること。 

(2) 「課題研究」の履修登録を希望する者は、教養教育科目「和の精神Ⅰ」、「和の精

神Ⅱ」及び専門教育科目「看護研究法」の３科目を修得した上で「統合実習」の実習参

加要件を満たしていること。 

（文部科学大臣が定める学修等による単位認定） 

第19条 本学学則第43条に規定する文部科学大臣が別に定める学修のうち、単位認定の対

象となる外部試験及びその認定基準は、次のとおりとする。 

 外部検定試験名称 言語 認定基準 

級位又は得点 外部検定試験実施団体等 

(1) 実用英語技能検定 英語 準1級以上 日本英語検定協会 

(2) IELTS™  英語 5.5点以上 日本英語検定協会 
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(3) TOEFL iBT 英語 72点以上 ETS（Educational Testing Service） 

(4) TOEIC L＆R 英語 785点以上 国際ビジネスコミュニケーション協

会 

  附 則 

１ この規程は、令和７年４月１日から施行し、令和７年度入学者から適用する。 

２ 別表の文学部日本学科の専門教育科目における「ファンタジー文化論」、「日本のマン

ガ」については、令和６年度入学者に適用する教育課程に追加する。 

 



別表　授業科目の編成・単位数

教養教育科目（全学共通）

必修 選択 必修 選択

和の精神Ⅰ 1 〇 英語Ⅰ 1 (注3)

和の精神Ⅱ 1 〇 英語Ⅱ 1 (注3)

仏教概説 2 〇 実用英語演習 1 (注4)

仏教実践演習 2 〇 ドイツ語Ⅰ 1

聖徳太子概説 2 〇 ドイツ語Ⅱ 1

哲学入門 2 ドイツ語とドイツ文化 2

現代思想Ⅰ 2 フランス語Ⅰ 1

現代思想Ⅱ 2 フランス語Ⅱ 1

心理学Ⅰ 2 フランス語とフランス文化 2

心理学Ⅱ 2 中国語Ⅰ 1

大学基礎演習Ⅰ 2 (注1) 中国語Ⅱ 1

大学基礎演習Ⅱ 2 (注1) 中国語と中国文化 2

情報処理演習Ⅰ 2 コリア語Ⅰ 1

情報処理演習Ⅱ 2 コリア語Ⅱ 1

コンピュータリテラシー 2 コリア語とコリア文化 2

日本語リテラシー（基礎） 2 日本手話Ⅰ 1 (注5)

日本語リテラシー（応用） 2 日本手話Ⅱ 1 (注5)

数理入門Ⅰ 2 日本語Ⅰ 1 (注5)

数理入門Ⅱ 2 日本語Ⅱ 1 (注5)

小論文作成法         2 日本手話とろう文化 2

日本のビジネスマナーと文書 2 キャリアデザイニングⅠ 2 (注6)

日中翻訳の理論と実践 2 キャリアデザイニングⅡ 2

現代社会と人権Ⅰ 2 〇 数的リテラシー 2

現代社会と人権Ⅱ 2 〇 産業・企業研究 2

現代社会と仏教 2 地域活性化概論 2

仏教文化入門 2 地域活性化実践演習Ⅰ 2

日本国憲法 2 地域活性化実践演習Ⅱ 2

法学入門 2 地域活性化実践演習Ⅲ 2

政治学 2 地域歴史文化演習 2

ジェンダーの社会学 2 国内実地研修Ⅰ 1 (注7)

プログラミング演習 2 国内実地研修Ⅱ 1 (注7)

情報システム 2 海外実地研修 2 (注8)

データ収集分析 2 海外語学研修Ⅰ 2 (注9)

ＡⅠ入門 2 海外語学研修Ⅱ 2 (注9)

情報デザイン 2 海外語学研修Ⅲ 2 (注9)

Webデザイン演習 2 海外語学研修Ⅳ 2 (注9)

生命の科学 2 中国語学研修Ⅰ 2 (注9)

環境の科学 2 中国語学研修Ⅱ 2 (注9)

生物学 2 (注2) 中国語学研修Ⅲ 2 (注9)

スポーツⅠ 1 中国語学研修Ⅳ 2 (注9)

スポーツⅡ 1 卒業に必要な最低修得単位数

体育講義 2 文学部日本学科 18

社会福祉概論 2 文学部国際コミュニケーション学科 22

児童福祉論 2 社会学部社会学科、人間福祉学科 18

老人福祉論 2 教育学部教育学科 10

障害者福祉 2 経営学部経営学科 20

手話コミュニケーション 2 看護学部看護学科 10

備考

18

16

18

16

18

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

種
別

授　業　科　目

単位数

選択
必修

備考

情
報
と
自
然
科
学

健
康
と
福
祉

(注1) 看護学部看護学科は、「大学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」を履修できない。
(注2) 「生物学」は、看護学部看護学科のみ履修できる。
(注3) 文学部国際コミュニケーション学科は、「英語Ⅰ・Ⅱ」を履修できない。
(注4) 「実用英語演習」の運用については、別に定める。
(注5) 同一言語のⅠ及びⅡを選択し、2単位を修得する。ただし、原則として
　　  日本語を母語としない者が「日本語Ⅰ・Ⅱ」を履修できる。
      また、「日本手話Ⅰ・Ⅱ」は社会学部人間福祉学科のみ履修できる。
(注6) 教育学部教育学科及び看護学部看護学科は、「キャリアデザイニングⅠ」を選択科目とする。
(注7) 「国内実地研修」については、別に定める規程に基づき運用する。
(注8) 「海外実地研修」については、別に定める規程に基づき運用する。
(注9) 「海外語学研修」及び「中国語学研修」については、別に定める規程に基づき運用する。

選択
必修

主要授
業科目

こ
こ
ろ
と
思
想

言
語

学
び
の
基
礎 2

キ
ャ

リ
ア
教
育

社
会
と
文
化

2

学
外
研
修

2
(注5)
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文学部

日本学科　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

キャリアマネジメントⅠ 2 日本文学史Ⅱ（古典） 2

キャリアマネジメントⅡ 2 古典Ⅰ（日本） 2 ○

キャリアゼミ 2 古典Ⅱ（中国） 2 ○

キャリアゼミ実践演習 2 現代日本文学研究 2

日本語教育学概論Ⅰ 2 ○ 創作論 2

日本語教育学概論Ⅱ 2 ○ 漢文学 2

日本語教育実習指導及び実習A 2 書道Ａ 2 ○

日本語教育実習指導及び実習B 2 書道Ｂ 2

地域における多文化共生Ⅰ 2 ○ 書道Ｃ 2

地域における多文化共生Ⅱ 2 ○ 書道Ｄ 2

旅行産業基礎 2 書道史Ⅰ 2

国内旅行実務Ⅰ 2 書道史Ⅱ 2

国内旅行実務Ⅱ 2 書論・鑑賞Ⅰ 2 ○

地域・文化発信演習 2 ○ 書論・鑑賞Ⅱ 2

地域観光演習Ⅰ 2 ○ 国語教育論Ａ 2 ○

地域観光演習Ⅱ 2 ○ 国語教育論Ｂ 2 ○

グローバルスタディーズⅠ 4 国語教育研究 2

グローバルスタディーズⅡ 4 国語教材研究論Ⅰ（近現代） 2

日本学表現演習Ⅰ 2 ○ 国語教材研究論Ⅱ（古典） 2

日本学表現演習Ⅱ 2 ○ 国語教材研究論Ⅲ（漢文） 2

日本学基礎演習Ⅰ 2 ○ 板書法 2

日本学基礎演習Ⅱ 2 ○ 国語教育実践 2

日本文化論Ⅰ 2 ○ 日本語教育論Ⅰ 2 ○

日本文化論Ⅱ 2 ○ 日本語教育論Ⅱ 2 ○

講読Ⅰ（日本語学） 2 言語学概論 2 ○

講読Ⅱ（近現代文学） 2 日本語教授法Ⅰ 2

講読Ⅲ（古典文学） 2 日本語教授法Ⅱ 2

講読Ⅳ（日本文化） 2 日本文化史Ⅰ 2 ○

講読Ⅴ（メディア文化） 2 日本文化史Ⅱ 2 ○

講読Ⅵ（現代文化） 2 仏教と日本文化 2 ○

講読Ⅶ（和食文化） 2 地域文化 2

講読Ⅷ（文学と文化） 2 日本の民俗 2

パフォーマンス実践演習 2 ○ 観光学概論 2 ○

日本学インターンシップ演習 2 ○ 観光社会学 2

視覚メディア演習Ⅰ 2 ○ 観光データ分析 2

視覚メディア演習Ⅱ 2 ○ 日本の世界遺産 2

視覚メディア演習Ⅲ 2 アジア文化概説 2

視覚メディア演習Ⅳ 2 異文化理解 2

専門演習Ⅰ 2 ○ 日中交流史 2

専門演習Ⅱ 2 ○ 日中比較文化論 2

専門演習Ⅲ 2 ○ 生涯学習概論 2

専門演習Ⅳ 2 ○ 博物館概論 2 ○

日本学特殊講義 2 （注1） 博物館展示論 2

卒業研究 4 ○ 博物館資料論 2

日本語学Ⅰ 2 ○ 博物館教育論 2

日本語学Ⅱ 2 ○ 博物館経営論 2

日本語史 2 博物館資料保存論 2

日本語文法Ⅰ（現代） 2 ○ 博物館情報・メディア論 2

日本語文法Ⅱ（古典） 2 博物館実習Ａ 1

日本文学論Ⅰ（近現代） 2 ○ 博物館実習Ｂ 1

日本文学論Ⅱ（古典） 2 ○ 博物館実習Ｃ 1

日本文学史Ⅰ（近現代） 2 考古学 2 ○

主要授
業科目

備考選択
必修

選択
必修

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備考
種
別

授　業　科　目

単位数

日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー

ス

国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
コ
ー

ス

伝
統
文
化
・
観
光
コ
ー

ス

2

4

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

学
科
基
幹
科
目

日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー

ス



文学部

日本学科　専門教育科目

必修 選択

サブカルチャー論 2 ○

現代アート論 2

ファンタジー文化論 2 （注2）

日本のマンガ 2 （注2）

日本のアニメーション 2

視覚文化論 2 ○

聴覚文化論 2 ○

食文化の基礎 2 ○

郷土と食 2

郷土と食の実践 2

郷土と食発信演習 2

現代食文化論 2

情報文化論（メディアリテラシーを含む） 2 ○

現代メディア論 2 ○

卒業に必要な最低修得単位数 64

(注2) 令和6年度入学者に適用する教育課程に追加する。

種
別

授　業　科　目

それぞれ２単位付与する。

(注1) 授業科目に関連した内容の科目を題目科目として設置し、

単位数
主要授
業科目

備考

24

選択
必修

現
代
文
化
（

和
食
）

コ
ー

ス



文学部

国際コミュニケーション学科　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

キャリアマネジメントⅠ 2 キャリア英語Ⅰ 2

キャリアマネジメントⅡ 2 キャリア英語Ⅱ 2

キャリアゼミ 2 アドバンストコミュニケーションⅠ 2 ○

キャリアゼミ実践演習 2 アドバンストコミュニケーションⅡ 2 ○

日本語教育学概論Ⅰ 2 Academic CommunicationⅠ 2

日本語教育学概論Ⅱ 2 Academic CommunicationⅡ 2

日本語教育実習指導及び実習A 2 Academic CommunicationⅢ 2

日本語教育実習指導及び実習B 2 基礎中国語Ⅰ 2 ○

地域における多文化共生Ⅰ 2 ○ 基礎中国語Ⅱ 2 ○

地域における多文化共生Ⅱ 2 ○ 発展中国語Ⅰ 2 ○

旅行産業基礎 2 発展中国語Ⅱ 2 ○

国内旅行実務Ⅰ 2 実践中国語Ⅰ 2

国内旅行実務Ⅱ 2 実践中国語Ⅱ 2

地域・文化発信演習 2 ○ 現代中国事情 2 ○

地域観光演習Ⅰ 2 ○ 英語文学概説 2 ○

地域観光演習Ⅱ 2 ○ 英語音声学 2 ○

グローバルスタディーズⅠ 4 ○ 英語学概説 2 ○

グローバルスタディーズⅡ 4 ○ 英語学 2 ○

英語圏文化概説 2 ○ メディア英語実践演習 2

世界体験入門 2 英語教育論 2 ○

英文法Ⅰ 2 ○ Reading (Culture) 2

英文法Ⅱ 2 ○ Reading (Literature) 2

Extensive ReadingⅠ 2 ○ Reading (Language) 2

Extensive ReadingⅡ 2 ○ 国際理解教育 2

ベーシックコミュニケーションⅠ 2 ○ 国際コミュニケーション論 2 ○

ベーシックコミュニケーションⅡ 2 異文化理解 2 ○

ベーシックコミュニケーションⅢ 2 ○ 英米文化論 2 ○

ベーシックコミュニケーションⅣ 2 異文化共生論 2 ○

Oral CommunicationⅠ 2 ○ アジア比較文化論 2

Oral CommunicationⅡ 2 ○ 英語文学講読 2

国際キャリアインターンシップⅠ 2 英国史 2

国際キャリアインターンシップⅡ 2 米国史 2

英語指導技術演習 2 日中交流史 2

英語指導技術実践演習 2 日中比較文化論 2

ビジュアルメディア演習Ⅰ　 2 ○ アジア文化概説 2 ○

ビジュアルメディア演習Ⅱ　 2 ○ ホスピタリティ英語Ⅰ 2

ビジュアルメディア演習Ⅲ　 2 ホスピタリティ英語Ⅱ 2

ビジュアルメディア演習Ⅳ　 2 国際コミュニケ―ション基礎演習Ⅰ 2 ○

海外体験実践演習 2 ○ 国際コミュニケ―ション基礎演習Ⅱ 2

Intercultural Studies : Discussion 4 ホスピタリティ産業論 2 ○

国際交流実践 4 ホスピタリティマインド論 2 ○

海外事前指導 2 ホスピタリティ概論 2 ○

専門演習Ⅰ 2 ○ 世界遺産と観光 2

専門演習Ⅱ 2 ○ 観光メディア 2

専門演習Ⅲ 2 ○ 地域と国際観光 2

専門演習Ⅳ 2 ○ ホスピタリティツーリズム論 2

国際コミュニケーション特殊講義 2 （注1） ホスピタリティマーケティング論 2

卒業研究 4 ○ 観光英語 2

観光英語実践演習（実地演習） 2 ○

卒業に必要な最低修得単位数 56

それぞれ２単位付与する。

単位数
主要授
業科目

備考選択
必修

選択
必修

単位数
主要授
業科目

備考
種
別

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

学
科
基
幹
科
目

授　業　科　目
種
別

授　業　科　目

30

(注1) 各授業科目に関連した内容の科目を題目科目として設置し、

外
国
語
・
英
語
教
育
コ
ー

ス

国
際
文
化
コ
ー

ス

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

コ
ー

ス



社会学部

社会学科　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

キャリアマネジメントⅠ 2 文化研究概論 2 ○

キャリアマネジメントⅡ 2 マス・メディア論 2 ○

キャリアゼミ 2 ジャーナリズム論 2

キャリアゼミ実践演習 2 エンターテインメント論 2

基礎演習Ⅰ 2 ○ ポピュラー音楽論 2

基礎演習Ⅱ 2 ○ ポピュラーカルチャー論 2

演習Ⅰ 2 ○ メディア文化論 2 ○

演習Ⅱ 2 ○ コンテンツ産業論 2

演習Ⅲ 2 ○ 広報・広告論 2

演習Ⅳ 2 ○ 都市社会学 2

卒業研究 4 ○ 地域社会学 2 ○

社会学概論 2 ○ 地域開発論 2

社会学理論Ⅰ 2 ○ まちづくり論 2 ○

社会学理論Ⅱ 2 環境社会学 2 ○

実験・調査データ処理 2 環境問題論 2

社会調査法 2 ○ 医療社会学 2 ○

標本調査法 2 スポーツ社会学 2

質的調査法 2 異文化コミュニケーション論 2 ○

資料・データ分析 2 文化人類学 2 ○

基礎統計学 2 国際問題論 2

社会統計学 2 国際社会学 2

社会調査実習Ａ 1 国際政治論 2

社会調査実習Ｂ 1 国際経済論 2 ○

フィールドワーク入門 2 ○ 国際ビジネス論 2

フィールドワーク演習 2 日中比較文化論 2

社会科教育研究Ⅰ 2 アジア文化概説 2

社会科教育研究Ⅱ 2 入門心理学 2 ○

情報処理実践演習Ⅰ 2 心理学概論 2 ○

情報処理実践演習Ⅱ 2 心理学実験法 2 ○

インターンシップ実践 2 心理測定法概論 2

英語で話す日本の社会と文化 2 心理学基礎実験Ⅰ 2

特殊講義 2 （注1） 心理学基礎実験Ⅱ 2

社会病理学 2 ○ 認知心理学 2 ○

犯罪社会学 2 ○ 発達心理学 2 ○

刑事司法の社会学 2 学習心理学 2 ○

家族社会学 2 ○ 人格心理学 2 ○

家族関係論 2 ○ 幼児児童心理学 2

ジェンダー論 2 ○ 臨床心理学 2 ○

産業社会学 2 ○ カウンセリング理論 2 ○

社会政策論 2 ○ カウンセリング方法論 2

社会階層論 2 ○ 心理検査法演習 2

現代社会論 2 ○ 職場メンタルヘルス 2

社会意識論 2 社会心理学 2 ○

宗教社会学 2 ○ 産業組織心理学 2

教育社会学 2 コミュニティ心理学 2

法学（国際法を含む） 2 対人関係の心理学 2

経済学 2 犯罪心理学 2 ○

ビジネス情報論Ⅰ 2 犯罪捜査の心理学 2

ビジネス情報論Ⅱ 2

マーケティング論 2

哲学概論 2

宗教学 2

近代思想史 2

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備考 授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備考選択
必修

選択
必修

種
別

学
科
共
通
領
域

心
理
コ
ー

ス

地
域
・
メ
デ
ィ

ア
コ
ー

ス

学
部
共
通

人
間
・
社
会
コ
ー

ス



社会学部

社会学科　専門教育科目

必修 選択

入門歴史学 2 ○

日本史概説Ⅰ 2 ○

日本史概説Ⅱ 2 ○

日本史研究Ⅰ 2

日本史研究Ⅱ 2

日本思想史 2 ○

西洋史 2 ○

中国史 2 ○

アジア史 2 ○

歴史学特論（日本史） 2

歴史学特論（外国史） 2

史料講読 2

人文地理学 2

自然地理学 2

地理学特論 2

地誌 2

日中交流史 2

地域史研究 2 ○

博物館概論 2 ○

生涯学習概論 2 ○

博物館資料論 2

博物館展示論 2

博物館教育論 2

博物館経営論 2

博物館資料保存論 2

博物館情報・メディア論 2

博物館実習Ａ 1

博物館実習Ｂ 1

博物館実習Ｃ 1

卒業に必要な最低修得単位数 66

それぞれ２単位付与する。

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備考選択
必修

歴
史
コ
ー

ス

22

(注1) 授業科目に関連した内容の科目を題目科目として設置し、



社会学部

人間福祉学科　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

キャリアマネジメントⅠ 2 精神医学と精神医療Ⅰ 2

キャリアマネジメントⅡ 2 精神医学と精神医療Ⅱ 2

キャリアゼミ 2 現代の精神保健の課題と支援Ⅰ 2

キャリアゼミ実践演習 2 現代の精神保健の課題と支援Ⅱ 2

社会福祉の原理と政策Ⅰ 2 ○ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2

社会福祉の原理と政策Ⅱ 2 ○ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2

社会保障Ⅰ 2 ○ 精神保健福祉ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2

社会保障Ⅱ 2 ○ 精神保健福祉ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2

貧困に対する支援 2 ○ 精神障害リハビリテーション論 2

保健医療と福祉 2 ○ 精神保健福祉制度論 2

権利擁護を支える法制度 2 ○ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 2 (注3)

刑事司法と福祉 2 ○ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 2 (注3)

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 2 ○ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 2 (注3)

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 2 ○ 精神保健福祉援助実習指導Ａ 2 (注3)

福祉サービスの組織と経営 2 ○ 精神保健福祉援助実習指導Ｂ 2 (注3)

医学概論 2 ○ 精神保健福祉援助実習指導Ｃ 2 (注3)

心理学と心理的支援 2 ○ 精神保健福祉援助実習 3 (注3)

社会学と社会システム 2 ○ 医療福祉論 2

社会福祉調査の基礎 2 ○ ターミナルケア論 2

高齢者福祉 2 ○ 「いのち」の権利論（生命倫理と遺伝） 2

児童・家庭福祉 2 ○ ＭＳＷインターンシップ 1

障害者福祉 2 ○ 臨床心理学 2

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 ○ 福祉心理学 2

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 ○ 健康心理学 2

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ カウンセリング理論 2

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ カウンセリング方法論 2

ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ 2 ○ 障害者スポーツ研究 2

ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ 2 ○ スポーツマネジメント 2

ソーシャルワーク演習Ⅰ 2 ○ (注2) レクリエーション活動援助論Ⅰ 2

ソーシャルワーク演習Ⅱ 2 ○ (注2) レクリエーション活動援助論Ⅱ 2

ソーシャルワーク演習Ⅲ 2 ○ (注2) リハビリテーション論 2

ソーシャルワーク演習Ⅳ 2 ○ (注2) ボランティア論 2

ソーシャルワーク演習Ⅴ 2 ○ (注2) 福祉住環境論 2

ソーシャルワーク実習指導Ａ 2 ○ (注2) 経済学入門 2

ソーシャルワーク実習指導Ｂ 2 ○ (注2) 国際経済学 2

ソーシャルワーク実習指導Ｃ 2 ○ (注2) 卒業に必要な最低修得単位数 72

ソーシャルワーク実習Ａ 2 ○ (注2)

ソーシャルワーク実習Ｂ 4 ○ (注2)

介護福祉 2 それぞれ２単位付与する。

介護演習 2

就労支援 2

加齢・障害の研究 2

人体・生活の研究 2

高齢者支援と福祉 2

障害者支援と福祉 2 精神保健福祉援助実習（実習）は150時間（ソーシャルワーク実習の

児童・家庭支援と福祉 2

福祉法学 2

社会福祉法制論 2

社会と人間 2

家族社会学 2

地域社会学 2

人間福祉演習Ⅰ 2 ○

人間福祉演習Ⅱ 2 ○

人間福祉演習Ⅲ 2 ○

人間福祉演習Ⅳ 2 ○

卒業研究 4 ○

人間福祉特殊講義 2 (注1)

とする。

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備考 授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備考選択
必修

選択
必修

種
別

(注1) 授業科目に関連した内容の科目を題目科目として設置し、
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学
部
共
通

履修済みを前提とする）、精神保健福祉援助実習指導Ａ～Ｃ(実習)は90時間（各30時間）

(注2) ソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅴ（演習）は150時間（各30時間）、

ソーシャルワーク実習Ａ（実習）は60時間、ソーシャルワーク実習Ｂ（実習）は180時間、

ソーシャルワーク実習指導Ａ～Ｃ（実習）は90時間（各30時間）とする。

(注3) 精神保健福祉援助演習Ⅰ～Ⅲ（演習）は90時間（各30時間、
　
ソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅴ（演習）の履修済みを前提とする）、



教育学部

教育学科　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

教育原論 2 ○ 学校教育入門 2 ○

特別支援教育 2 ○ 学級経営の理論と方法 2 ○

教職論 2 ○ 子ども理解と人権 2 ○

教育心理学 2 ○ インクルーシブ教育の理論と方法 2 ○

教育制度論 2 ○ ICTと教育データの活用論 2 ○

教育課程総論（小・中・高・養） 2 プログラミング教育Ⅱ 2

道徳教育の理論と方法（小・中・養） 2 現代の教育課題探究 2 ○

特別活動・総合的な学習時間の理論と方法（小中高養） 2 子どもと家族・社会 2

教育方法・技術（情報通信技術の活用含む幼小中高養） 2 ○ 子ども支援事業研究 2

生徒指導論（進路指導を含む）（小･中･高） 2 初等教科教育演習Ⅰ 2

教育相談の理論と方法（小・中・高・養） 2 ○ 初等教科教育演習Ⅱ 2

教育実習指導 1 ○ 特別支援教育概論 2 ○

教育実習 4 ○ 知的障害者の心理・生理・病理 2 ○

教職実践演習（教諭） 2 肢体不自由者の心理・生理・病理 2 ○

教科内容論（国語） 2 ○ 病弱者の心理・生理・病理 2 ○

教科内容論（社会） 2 ○ 知的障害教育論 2 ○

教科内容論（算数） 2 ○ 肢体不自由教育論 2 ○

教科内容論（理科） 2 ○ 病弱教育論 2 ○

教科内容論（生活） 2 ○ 障害者指導法 2

教科内容論（音楽） 2 ○ 障害者教育探究 2

教科内容論（図画工作） 2 ○ 視覚障害教育総論 2

教科内容論（家庭） 2 ○ 聴覚障害教育総論 2

教科内容論（体育） 2 ○ 重複・発達障害教育総論 2

教科内容論（英語） 2 ○ 教育実習指導（特支） 1 ○

初等国語科教育法 1 教育実習（特支） 2 ○

初等社会科教育法 1 発達障害の理解と指導 2 ○

初等算数科教育法 1 発達障害と教育方法 2 ○

初等理科教育法 1 障害特性と自立活動 2

初等生活科教育法 1 インクルーシブ教育の探究 2

初等音楽科教育法 1 幼児教育課程総論 2 ○

初等図画工作科教育法 1 保育方法論 2

初等家庭科教育法 1 幼児理解（教育相談を含む） 2

初等体育科教育法 1 幼児と健康 2

初等英語科教育法 1 幼児と人間関係 2

教育基礎演習Ⅰ 2 ○ 幼児と環境 2

教育基礎演習Ⅱ 2 ○ 幼児と言葉 2

教育専門演習Ⅰ 2 ○ 幼児と表現Ⅰ 2

教育専門演習Ⅱ 2 ○ 幼児と表現Ⅱ 2

教育専門研究Ⅰ 2 ○ 保育内容の理論と方法(健康) 2 ○

教育専門研究Ⅱ 2 ○ 保育内容の理論と方法(人間関係) 2 ○

教育・ファシリテーション演習 1 ○ 保育内容の理論と方法(環境) 2 ○

プログラミング教育Ⅰ 2 ○ 保育内容の理論と方法(言葉) 2 ○

インターンシップⅠ 2 ○ 保育内容の理論と方法(表現活動・音楽) 2 ○

インターンシップⅡ 1 ○ 保育内容の理論と方法(表現活動・造形) 2 ○

インターンシップⅢ 1 保育内容総論 2

卒業研究 4 ○ 世界の幼児教育探究 2

教職研究Ⅰ 1

教職研究Ⅱ 1

教職演習Ⅰ 1

教職演習Ⅱ 1

音楽表現 1

運動基礎 1

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備
考選択

必修
選択
必修

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備
考

種
別

教
育
・
子
ど
も
理
解
領
域

特
別
支
援
教
育
領
域

幼
児
教
育
領
域

コ
ー

ス
共
通

教
職
一
般
領
域

初
等
教
育
領
域

コ
ー

ス
共
通
領
域

学
校
教
育
コ
ー

ス



教育学部 教育学部

教育学科　専門教育科目 教育学科　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

英語学概説 2 ○ 物理学Ⅰ 2 ○

英語音声学 2 物理学Ⅱ 2

英文法Ⅰ 2 物理学実験 1

英文法Ⅱ 2 化学Ⅰ 2 ○

第二言語習得論 2 化学Ⅱ 2

英語学特論Ⅰ（認知言語学） 2 化学実験 1

英語学特論Ⅱ（英語教授法） 2 生物学Ⅰ 2 ○

英語文学概説 2 ○ 生物学Ⅱ 2

英語文学Ⅰ（英文学） 2 生物学実験 1

英語文学Ⅱ（米文学） 2 地学Ⅰ 2 ○

ベーシックコミュニケーションⅠ 2 ○ 地学Ⅱ 2

ベーシックコミュニケーションⅡ 2 ○ 地学実験 1

ベーシックコミュニケーションⅢ 2 中等理科教育法Ⅰ 2 ○

ベーシックコミュニケーションⅣ 2 中等理科教育法Ⅱ 2 ○

アドバンストコミュニケーションⅠ 2 中等理科教育法Ⅲ 2

アドバンストコミュニケーションⅡ 2 中等理科教育法Ⅳ 2

英語圏文化概説 2 ○ 科学的探究の方法 2

世界英語の文化圏Ⅰ 2 生命と地球の科学 2

世界英語の文化圏Ⅱ 2 地域と生活の科学 2

中等英語科教育法Ⅰ 2 ○ 理科クロスカリキュラム研究 2 ○

中等英語科教育法Ⅱ 2 ○ 理科教材開発の理論と実践（物理・化学） 2

中等英語科教育法Ⅲ 2 理科教材開発の理論と実践（生物・地学） 2

中等英語科教育法Ⅳ 2 教育実習指導（理科） 1 ○

教育実習指導（英語） 1 ○ 教育実習Ⅰ（理科） 4 ○

教育実習Ⅰ（英語） 4 ○ 教育実習Ⅱ（理科） 2 ○

教育実習Ⅱ（英語） 2 ○ 自然科学史 2

児童英語教育実践研究 2 基礎物理学 2

グローバル教育実践演習 2 基礎化学 2

Cross-cultural Communication 2 基礎生物学 2

Academic Presentation 2 基礎地学 2

線形代数学 2 衛生学 2

代数学Ⅰ 2 ○ 公衆衛生学（予防医学を含む） 2

代数学Ⅱ 2 学校保健 2 ○

幾何学Ⅰ 2 ○ 養護概説 2 ○

幾何学Ⅱ 2 健康相談 2 ○

位相数学 2 栄養学（食品学を含む） 2

解析学Ⅰ 2 ○ 解剖生理学 2

解析学Ⅱ 2 微生物学 2

微分積分学 2 薬理概論 2

確率・統計学Ⅰ 2 ○ 精神保健 2

確率・統計学Ⅱ 2 学校看護学Ⅰ（基礎） 2 ○

コンピュータ概論 2 ○ 学校看護学Ⅱ（疾病Ⅰ） 2 ○

コンピュータ演習 2 学校看護学Ⅲ（疾病Ⅱ） 2 ○

数学的リテラシー 2 ○ 学校看護学Ⅳ（応用） 2

数学史と現代数学 2 臨床看護学演習 2

子どもの発達と算数・数学 2 ○ 学校救急処置 2 ○

中等数学科教育法Ⅰ 2 ○ 生徒指導論（養） 2

中等数学科教育法Ⅱ 2 ○ 養護実習指導 1 ○

中等数学科教育法Ⅲ 2 養護実習 4 ○

中等数学科教育法Ⅳ 2 教職実践演習（養護教諭） 2 ○

教育実習指導（数学） 1 ○ 保健行動学 2

教育実習Ⅰ（数学） 4 ○ 養護教諭特別演習 2

教育実習Ⅱ（数学） 2 ○

自然や社会に潜む数学 2

中等教育数学演習 2

数学特論 2

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目
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必修

種
別

授　業　科　目
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教育学部

教育学科　専門教育科目

必修 選択

幼児教育課程総論 2 ○

保育方法論 2

幼児理解（教育相談を含む） 2

幼児と健康 2

幼児と人間関係 2

幼児と環境 2

幼児と言葉 2

幼児と表現Ⅰ 2

幼児と表現Ⅱ 2

保育内容の理論と方法（健康） 2 ○

保育内容の理論と方法（人間関係） 2 ○

保育内容の理論と方法（環境） 2 ○

保育内容の理論と方法（言葉） 2 ○

保育内容の理論と方法(表現活動･音楽） 2 ○

保育内容の理論と方法(表現活動･造形） 2 ○

保育内容総論 2 ○

保育原理 2 ○

子ども家庭福祉 2 ○

社会福祉 2 ○

子ども家庭支援論 2

社会的養護Ⅰ 2 ○

保育者論 2 ○

保育の心理学 2

子ども家庭支援の心理学 2

子どもの保健 2 ○

子どもの食と栄養 2

子どもと遊び 2

音楽実践演習（器楽） 1

小児体育 1

子どもと造形表現 1

乳児保育Ⅰ 2 ○

乳児保育Ⅱ 1

子どもの健康と安全 1

障害児保育 2

社会的養護Ⅱ 1

子育て支援 1

保育実践演習 2

子ども学概論 2

幼保小中接続研究 2

多様な子ども理解入門 2

フィールドワーク演習（子育て支援） 1

フィールドワーク演習（子ども支援） 1

音楽への扉 2 ○

音楽実践演習（声楽） 1

音楽実践演習（弾き歌い） 1

保育インターンシップ 2

保育実習指導Ⅰ(保育所) 1 ○

保育実習指導Ⅰ(施設) 1 ○

保育実習Ⅰ（保育所） 2 ○

保育実習Ⅰ（施設） 2 ○

保育実習指導Ⅱ（保育所） 1

保育実習指導Ⅲ（施設） 1

保育実習Ⅱ（保育所） 2

保育実習Ⅲ（施設） 2

卒業に必要な最低修得単位数

学校教育コース 56

幼児教育保育コース 44

１.履修上、学校教育コース、幼児教育保育コースの２つのコースを設ける。

２.必修はコース共通、所属コースから表の通り合計単位数を修得のこと。選択はコース共通、所属コースから合計単位数を修得のこと。

選択
必修

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備
考

42

54
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経営学部

経営学科公共経営専攻　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

経営学基礎Ⅰ 2 ○ 地域活性化演習Ⅰ 2

商業簿記Ⅰ 2 ○ 地域活性化演習Ⅱ 2

憲法Ⅰ（人権） 2 ○ 地域活性化演習Ⅲ 2

民法Ⅰ（総則） 2 ○ 実学マネジメント論Ⅰ 2

マーケティング 2 ○ 実学マネジメント論Ⅱ 2

会計学概論 2 ○ 中小企業経営論 2 ○

経営戦略論 2 ○ アントレプレナー論 2

人的資源管理論 2 ○ ビジネスモデル研究 2 ○

地域活性化総論 2 ○ 起業研究 2 ○

経営情報論 2 ○ 起業実践 2

経済学概論 2 商品論 2

ミクロ経済学 2 国際ビジネス論 2

マクロ経済学 2 国際貿易論 2

財政学 2 旅行ビジネス論 2

時事問題研究 2 観光ビジネス論 2 ○

公務員基礎演習（数的処理・推理） 2 SDGｓ概論 2 ○

公務員基礎演習（自然科学） 2 ＮＰＯ運営法 2

公務員基礎演習（人文社会科学） 2 不動産学研究（民法Ⅰ） 2

公務員基礎演習（実践文章） 2 不動産学研究（民法Ⅱ） 2

キャリア演習Ⅰ 2 不動産学研究（宅建業法） 2

キャリア演習Ⅱ 2 不動産学研究（法令） 2

キャリア開発 2 ○ 不動産学研究（特講） 2

専門演習Ⅰ 2 ○ 憲法Ⅱ（統治機構） 2 ○

専門演習Ⅱ 2 ○ 民法Ⅱ（物権） 2 ○

専門演習Ⅲ 2 ○ 民法Ⅲ（債権総論・不法行為法等） 2 ○

専門演習Ⅳ 2 ○ 民法Ⅳ（契約法） 2 ○

卒業研究 4 ○ 民法Ⅴ（家族法） 2 ○

情報科学概論 2 ○ 行政法 2 ○

情報リテラシー基礎 2 ○ 行政学 2 ○

情報リテラシー応用 2 法と倫理 2 ○

プログラミング演習 2 刑事法 2

マルチメディア実践 2 ○ 公共経営論 2 ○

AI・データサイエンス概論 2 ○ 行政職特別演習(憲法) 2

データサイエンス実践 2 ○ 行政職特別演習(行政法) 2

データべース 2 行政職特別演習(民法Ⅰ) 2

経営統計学 2 行政職特別演習(民法Ⅱ) 2

Webデザイン 2 行政職特別演習(経済Ⅰ) 2

マーケティングリサーチ 2 ○ 行政職特別演習(経済Ⅱ) 2

マーケティングマネジメント論 2 ○ 行政職特別演習(政治学・行政学) 2

マーチャンダイジング 2 ○ 公共政策特別演習Ⅰ 2

ライセンスセミナーPC文書 2 公共政策特別演習Ⅱ 2

ライセンスセミナーPCデータ 2 教養数学 2

ライセンスセミナーITパスポート 2 教養英語 2

ライセンスセミナー法学 2

ライセンスセミナー公務員Ⅰ 2

ライセンスセミナー公務員Ⅱ 2

卒業に必要な最低修得単位数 70

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備
考

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目
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必修
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必修

種
別
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経営学部

経営学科企業経営専攻　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

経営学基礎Ⅰ 2 ○ 地域活性化演習Ⅰ 2

商業簿記Ⅰ 2 ○ 地域活性化演習Ⅱ 2

憲法Ⅰ（人権） 2 ○ 地域活性化演習Ⅲ 2

民法Ⅰ（総則） 2 ○ 実学マネジメント論Ⅰ 2

マーケティング 2 ○ 実学マネジメント論Ⅱ 2

会計学概論 2 ○ 中小企業経営論 2 ○

経営戦略論 2 ○ アントレプレナー論 2

人的資源管理論 2 ○ ビジネスモデル研究 2 ○

地域活性化総論 2 ○ 起業研究 2 ○

経営情報論 2 ○ 起業実践 2

経済学概論 2 ○ 商品論 2

ミクロ経済学 2 ○ 国際ビジネス論 2

マクロ経済学 2 国際貿易論 2

財政学 2 旅行ビジネス論 2

時事問題研究 2 観光ビジネス論 2 ○

公務員基礎演習（数的処理・推理） 2 SDGｓ概論 2 ○

公務員基礎演習（自然科学） 2 ＮＰＯ運営法 2

公務員基礎演習（人文社会科学） 2 不動産学研究（民法Ⅰ） 2

公務員基礎演習（実践文章） 2 不動産学研究（民法Ⅱ） 2

キャリア演習Ⅰ 2 不動産学研究（宅建業法） 2

キャリア演習Ⅱ 2 不動産学研究（法令） 2

キャリア開発 2 ○ 不動産学研究（特講） 2

専門演習Ⅰ 2 ○ 経営学基礎Ⅱ 2 ○

専門演習Ⅱ 2 ○ 経営管理論 2 ○

専門演習Ⅲ 2 ○ 経営組織論 2 ○

専門演習Ⅳ 2 ○ 財務管理論 2 ○

卒業研究 4 ○ 経営心理学 2 ○

情報科学概論 2 ○ 企業倫理 2 ○

情報リテラシー基礎 2 企業法概論 2 ○

情報リテラシー応用 2 会社法 2 ○

プログラミング演習 2 金融取引法 2

マルチメディア実践 2 ○ 商法総則 2 ○

AI・データサイエンス概論 2 ○ 商行為法 2

データサイエンス実践 2 ○ 社会保障法 2

データべース 2 労働法 2

経営統計学 2 知的財産法 2

Webデザイン 2 独占禁止法 2

マーケティングリサーチ 2 ○ キャリア演習Ⅲ 2 ○

マーケティングマネジメント論 2 ○ キャリア演習Ⅳ 2 ○

マーチャンダイジング 2 ○ インターンシップⅠ 2 ○

ライセンスセミナーPC文書 2 インターンシップⅡ 2

ライセンスセミナーPCデータ 2

ライセンスセミナーITパスポート 2

種
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経営学部

経営学科企業経営専攻　専門教育科目

必修 選択

商業簿記Ⅱ 2 ○

商業簿記Ⅲ 2 ○

工業簿記 2 ○

原価計算 2

管理会計 2

財務会計 2 ○

経営分析 2 ○

監査論 2

税務会計 2 ○

コンピュータ会計 2 ○

ファイナンシャルプランニングⅠ 2

ファイナンシャルプランニングⅡ 2

ファイナンス論 2

ライセンスセミナー簿記Ⅰ 2

ライセンスセミナー簿記Ⅱ 2

ライセンスセミナー簿記Ⅲ 2

ホスピタリティマネジメント 2 ○

ビジネス実務概論 2 ○

流通論 2 ○

リテールマーケティング論 2

美容・健康ビジネス論 2 ○

カラーコーディネート論 2

テーブルコーディネート論 2

ホテルマネジメント論 2

ブライダルマネジメント論 2

消費者心理学 2 ○

ショップビジネス論 2 ○

フードビジネス論 2

医療事務入門 2

医療事務応用 2

ビジネス英語基礎 2

ビジネス英語応用 2

ライセンスセミナー秘書・ビジネス実務Ⅰ 2

ライセンスセミナー秘書・ビジネス実務Ⅱ 2

卒業に必要な最低修得単位数 68

（注1）授業科目に関連した内容の科目を題目科目として設置し、

それぞれ2単位付与する。
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看護学部

看護学科　専門教育科目

必修 選択 必修 選択

人体の構造と機能Ⅰ 2 在宅療養生活支援論 1 ○

人体の構造と機能Ⅱ 2 在宅療養生活支援技術演習 2 ○

病態生理学 2 ケースマネジメントと多職種連携 2 ○

栄養と代謝 2 精神健康と生活支援 1 ○

臨床心理学 2 ※1 精神療養生活支援技術演習 2 ○

疾病と治療Ⅰ 2 家族の健康課題と生活支援 1 ○

疾病と治療Ⅱ 2 産業保健論 2 ※3

疾病と治療Ⅲ 1 学校保健論 2 ※3,4

薬理学 2 グローバルヘルスと国際看護 2 ○

生活健康論 1 ○ 災害看護支援論 2 ○

精神保健 2 在宅療養生活支援実習 2 ○

疫学 ※1,3,4 精神療養生活支援実習 2 ○

保健行動論 ※1 災害看護支援技術演習 1 ※2

社会保障制度 2 国際看護フィールドワーク 1 ※2

国際保健学 2 地域生活支援論Ⅰ 2 ○

保健統計学 ※1,3 地域生活支援論Ⅱ 2 ※3

医療と経済 ※1 地域生活支援技術論 2 ※3

保健行政論 ※1,3 地域生活支援技術演習Ⅰ 1 ※3

看護概論 2 ○ 地域生活支援技術演習Ⅱ 2 ※3

看護の歴史 2 ○ 健康教育論 2 ※3

生活支援論 2 ○ 看護研究法 2 ○

ライフサイクルにおける発達課題と健康 1 ○ 課題研究 2 ○

看護と倫理 2 ○ キャリアマネジメント 1 ○

コミュニケーション論 1 ○ 看護政策 ※2

初期実習Ⅰ（生活をみる） 1 ○ 看護システムマネジメント論 2 ○

初期実習Ⅱ（コミュニケーションの実践） 1 ○ 看護管理実習 2 ○

大学基礎演習（看護基礎ゼミ） 1 ○ 統合実習 3 ○

療養生活支援論（成人・高齢者） 2 ○

フィジカルアセスメント 2 ○

生活支援技術演習 1 ○ 助産学概論 2

看護治療技術演習 1 ○ 周産期医学 2

療養生活支援技術演習Ⅰ 3 ○ 助産診断・技術学Ⅰ 3

療養生活支援技術演習Ⅱ 2 ○ 助産診断・技術学Ⅱ 2

療養生活支援基礎実習 2 ○ 助産診断・技術学Ⅲ 3

療養生活支援実習Ⅰ（急性・回復期） 2 ○ 助産技術学演習Ⅰ 1

療養生活支援実習Ⅱ（慢性期） 2 ○ 助産技術学演習Ⅱ 1

療養生活支援実習Ⅲ(老化に伴う健康課題） 2 ○ 地域母子保健 1

女性の発達課題と健康 1 ○ 助産管理論 1

母性生活支援技術演習 2 ○ 助産実習 11

母性生活支援実習 2 ○ 養護概説 2

成育生活支援論 1 ○ 健康相談 2

成育療養生活支援技術演習 2 ○ 養護実習 5

成育療養生活支援実習 2 ○ 卒業に必要な最低修得単位数 0

1

主要授
業科目

備
考選択

必修
選択
必修

種
別

授　業　科　目

単位数
主要授
業科目

備
考

種
別

看
護
科
学
科
目

看
護
の
基
盤

療
養
生
活
支
援
看
護

授　業　科　目

単位数

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

に
お
け
る
継
続
的
な
看
護

健
康
の
増
進
と
疾
病
予

防
の
看
護

看
護
の
探
求
と
統
合

保

健

師

コ
ー

ス

助
産
師
コ
ー

ス

2

2

2

2

2

１．健康科学科目（必修科目２２単位、選択科目６単位） ・・・ (※1)の内、３科目６単位を選択必修とする。
　  看護科学科目（必修科目７３単位、選択科目１単位） ・・・ (※2)のいずれか１科目１単位を選択必修とする。
２．保健師国家試験受験資格取得には、卒業要件に加え、(※3)と「保健師コース」の全てを修得すること。
３．助産師国家試験受験資格取得には、卒業要件に加え、「助産師コース」の全てを修得すること。
４．養護教諭一種免許状取得には、卒業要件に加え、（※4）と「養護教諭コース」と教職に関する科目の全てを修得すること。
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教職に関する科目

文学部・社会学部

必修 選択 必修 選択

教職論 2 2

教育原論 2 2

教育心理学 2 2

教育制度論 2 2

特別支援教育 2 2

教育課程総論（中・高・養） 2 2

教科教育法Ⅰ（国語） 2 2 （注1）、（注2）

教科教育法Ⅱ（国語） 2 2 （注1）、（注2）

教科教育法Ⅲ（国語） 2 （注1）

教科教育法Ⅳ（国語） 2 （注1）

教科教育法Ⅰ（書道） 2 （注2）

教科教育法Ⅱ（書道） 2 （注2）

教科教育法Ⅰ（英語） 2 2 （注1）、（注2）

教科教育法Ⅱ（英語） 2 2 （注1）、（注2）

教科教育法Ⅲ（英語） 2 （注1）

教科教育法Ⅳ（英語） 2 （注1）

社会教科教育法Ⅰ 2 （注1）

社会教科教育法Ⅱ 2 （注1）

社会地理歴史教科教育法 2 2 （注1）、（注2）

地理歴史教科教育法 2 （注2）

社会公民教科教育法 2 2 （注1）、（注2）

公民教科教育法 2 （注2）

教科教育法Ⅰ（福祉） 2 （注2）

教科教育法Ⅱ（福祉） 2 （注2）

道徳教育の理論と方法（中・養） 2

特別活動・総合的な学習時間の理論と方法（中高養） 2 2

教育方法・技術（情報通信技術の活用含む中高養） 2 2

生徒指導論（進路指導を含む）（中・高） 2 2

教育相談の理論と方法（中・高・養） 2 2

教育実習指導 1 1

教育実習Ⅰ 4 4 （注3）

教育実習Ⅱ 2 （注3）

教職実践演習（中・高） 2 2

（注1）・中学校教諭1種免許状を取得する場合は、同一教科のⅠ～Ⅳの4科目8単位必修。

　　　 ・中学校教諭1種免許状（社会）を取得する場合は、社会教科教育法Ⅰ・Ⅱ、

　　　   社会地理歴史教科教育法、社会公民教科教育法の4科目8単位必修。

（注2）・高等学校教諭1種免許状を取得する場合は、同一教科のⅠ、Ⅱの2科目4単位必修。

　　　 ・高等学校教諭1種免許状（地理歴史）を取得する場合は、社会地理歴史教科教育法、

　　　 　地理歴史教科教育法の2科目4単位必修。

　　　 ・高等学校教諭1種免許状（公民）を取得する場合は、社会公民教科教育法、公民教科教育法の

　　　   2科目4単位必修。

（注3）高等学校教諭1種免許状は、教育実習Ⅰまたは教育実習Ⅱを選択必修。

教員免許取得のための必要最低単位数 37 29
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教職に関する科目

看護学部

必修 選択

教職論 2

教育原論 2

教育心理学 2

教育制度論 2

特別支援教育 2

教育課程総論（中・高・養） 2

道徳教育の理論と方法（中・養） 2

特別活動・総合的な学習時間の理論と方法（中高養） 2

教育方法・技術（情報通信技術の活用含む中高養） 2

生徒指導論（養） 2

教育相談の理論と方法（中・高・養） 2

教職実践演習（養護教諭） 2

　養護実習5単位は看護学科専門教育科目で充当する。教員免許状取得のた

　めの必要最低単位数は29単位とする。

司書教諭の講習に関する科目

必修 選択

学校経営と学校図書館 2

学校図書館メディアの構成 2

学習指導と学校図書館 2

読書と豊かな人間性 2

情報メディアの活用 2

学校図書館司書教諭講習の修了証明書取得に必要な修得単位数 10
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